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Development and evaluation of throwing pattern in young children. 

Kazuhiko NAKAMURA, Masashi MlYAMARU and Shinya KUNO* 

Many studies on motor development in young children have been done with the quantitative data 

obtained from motor performance test. To understand child's motor development, the development 

of the actual motor pattern producing the performance should be investigated and evaluated more 

closely. 

The purposes of this study were to investigate the development of throwing pattern using an 

observational method, and to test the reliability and objectivity of the observational evaluation of 

throwing pattern in young childr~n. 

The subjects were 249 children (116 boys and 133 girls) from 3 to 5 years of age, and wefe asked 

to throw a tennis ball for distance with maximam effort. Their throwing motion was recorded by a 

video camera and was evaluated by the observational evaluation method using 15 motion categories 

prepared befarehand. Then, the reliability of the observational evaluation method was tested by 

comparison between both scores of the evaluation of the first and second trials of throwing in each 

subject. And the objectivity of this method was tested by comparison between both scores of the 

evaluation obtained by the scale attempted and 8 nursery school teachers. 

The results were summarized as follows ; 

1 ) The results of motion analysis revealed that five typial throwing patterns were observed in young 

children, and that the throwing pattern developed along with age from the immature pattern I to m.ore 

mature pattern 5 progressively(Fig. I and Fig. 2). 

2 ) In this developmental process, the throwing pattern was superior in the boys to that of the girls, 

and there was a significant sex difference (p < 0.01) in throwing pattern at the age of 4 and 5 years. 

3 ) There was a significant positive correlation between age in months and throwing pattern 

development (boys : r=0.485, p<0.01, girls : r=0.355, p<0.01). However, there was remarkable 

individual difference of throwing pattern within young children which were on the same level in 

throwing performance. These results suggested that the observational evaluation was available for 

understanding the development of throwing. 

4 ) The first and second trials of throwing in each subject were compared. The ratio of agreement 

between the first and second evaluations was significantly high (88.4%). The results suggested that the 

observational method was applicable for the evaluation of throwing and there was high reliability in 

this method. 

5 ) The throwing patterns of 52 selected children were evaluated by 8 nursery school teachers using 

the observational method. The ratio of agreement and the coefiicients of correlation between both 
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scores　obtained　by　the，sca1e　attemped　and　each　nursery　schoo1teacher　were　significant1y　high（ratio

of　agreement＝89I2％，r＝O．933）．These　resuIts　indicated　that　objectivity　of　the　observationa1method

was　high　and　app1icab1e　for　the　eva1uation　of　the　deve1opment　in　throwing　pattem　of　yomg　chi1dren．

　I．緒　　言
　幼児期には，人問の生涯にわたる運動全般に

とって基本となる動作が，著しく発達すると言わ

れる13）。すなわち，幼児期の運動発達の特徴とし

て，神経系の成熟による運動協応能の発達を背景

に，基本的動作の多様化と動作のしかたの質的な

変容が顕著であることを挙げることができよ
うf〕・〕。

　従来，幼児期の運動発達は，距離や時問といっ

た運動パフォーマンスにより評価する方法8）10），

あるいは運動課題の達成度により評価する方
法6〕24〕によってとらえられてきた。しかしながら，

これらの評価方法は，運動による成果に着目する

方法であり，幼児期に著しい発達を遂げる動作様

式（運動のしかた）そのものを評価し得るもので

はない。

　近年，発達キネシオロジJ5〕の立場から，

Ga11ahue2〕，KeoghとSugden7〕，Roberton22〕，

Wickstrom26），Wi11iams28〕らにより多くの基本的一

動作の発達過程が示され，また，わが国において

は，宮丸ら14〕ユ5〕16〕17〕18〕によって各種の基本的動作

様式の発達過程が報告されてきている。これらの

報告に依拠すれば，幼児期の運動発達をとらえる

方法として，運動パフォーマンスや達成度による

評価法とは異なり，動作様式そのものの発達を評

価する方法が可能であると考えられる。

　また，幼児の精神発達上の特性からみて，幼児

期には運動課題の十分な理解や意図的な全力発揮

の保障は得られない。さらに運動パフォーマンス

テストのように，特定の実験条件を設定すること

は幼児に多大な心理的影響をもたらすものと予想

される。動作様式を観察的に評価する方法が確立

されれば，保育所や幼稚園での日常の保育場面で

の幼児の活動を観察することによって，運動発達

をとらえることも可能になろう。

　したがって，幼児の運動発達をとらえる観察的

評価法を作成することは，保育者による幼児の運

動発達の把握および運動保育にとって極めて有用

であると思われる。

　そこで本研究は，日常の保育場面において観察

が可能な多くの基本的動作の中から，今回は操作

系に属す投動作（上手投げ動作）を例にして，幼

児の投動作様式の発達をとらえ，さらにその観察

的評価の可能性を検討しようとするものである。

　投動作は，生後1歳前後からみられる物体の放

出に始まると言われる4〕13〕。それ以後の幼児期の

投動作様式の発達過程については，Wi1d27）の先駆

的研究を皮切りに，多くの報告がなされている。

　Ha1versonら5〕，LemeとShambes9〕，Roberton22〕

は，投動作における身体各部位の動きを詳細に分

析する要素をあげ，各要素別に動作様式の発達を

とらえるカテゴリーを明確にしている。一方，

Ga11ahue2〕，McC1enaghanとGa11ahue12〕，宮丸16〕，

Wi11iams28〕は，身体部位別の動作カテゴリーをも

とに，幼児期の投動作を3段階から7段階の典型

的な投動作パターンに分類し，投動作の発達段階

をとらえている。

　投動作に関するこれらの報告において，幼児期

の投動作の発達をとらえる観点には，①投動作の

主要局面におけるボール，手，腕，上体などの

motionplane，②投動作に動員される身体部位の

関与のしかた，③投動作における支持基盤の変化，

の3つをあげることができる20〕。

　また，McC1enaghanとGauahue12〕は，幼児の投

動作の発達をとらえる3段階の観察的評価法を提

案しているが，その具体的な評価結果に関する報

告はなされていない。さらに，MosherとSchutz21〕

は，身体各部位の動作様式の観察的評価法を作成

し，Test－retestによる信頼性の検討と，学習した

3人の評価者による観察的評価の客観性の検討を

行っているが，保育者による評価の可能性につい

ては言及されていない。

　そこで本研究では，保育者にとって有効な幼児

の投動作様式の観察的評価法を作成するために，

まず投動作の発達をとらえる身体部位別の動作カ

テゴリーを設定し，それらの組み合わせにもとづ

いて，投動作様式を類型化し，それをもとに幼児

期の投動作様式の発達を明らかにすることを目的

とした。ついでこの方式によって投動作様式を観

察的に評価する場合の信頼性の検討と，保育所の
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保母による評価の客観性についての検討を行うこ

とを目的とした。

　本研究は，今後，幼児期における動作様式の発

達を観察的に評価する方法を作成するための第一

歩としてなされたものである。

　II．研究方法

　1．投動作の撮影方法

　公立保育所の3歳児クラスから5歳児クラスの

幼児249名（男子116名，女子133名）を被験者とし，

直径2mの円から片手の上手投げを試行後2回づ

．つ行わせ，側方より全ての投動作をビデオカメラ

で撮影し，同時に投距離も測定した。なお，ボー

ルは先行研究5〕16〕19〕23〕において用いられているよ

うに，幼児の把握し易い大きさ，重量を考慮して，

硬式テニスボールを使用した。実験では，検者の

示範の後，「できるだけ遠くに投げなさい。」とい

う指示で投球させ，投球ごとに目標を提示して最

大努力による投動作を発現させるようにした。本

研究の被検者の特性は，表1に示したとおりであ

る。

　2．投動作様式の評価方法

　モニターテレビ画面上での被験者の投動作の観

察をもとに，図1に示されるような投射側の腕に

関する6項目，足と脚の動きに関する4項目，体

幹の動きに関する3項目，体重の移動に関する2

項目の計15項目を幼児期の投動作様式をとらえる

ための投動作カテゴリーとした。その過程では，

投動作様式に関する先行研究2〕16〕22）28〕にみられた

身体部位別のカテゴリーが重要な手がかりとなっ

Tab1e　l　Physica1characteristics　of　the　subjects

　Mean　age　Boday　height　Boday　weight
n　　｛months〕　　　（cm〕　　　　　（kg）

3－years－old

4－years－old

5－years－old

Boy
Gir1

Tota1

Boy
Gir1

Total

Boy
Gir1

Total

26　　41．3＝ヒ　6．4

37　　43．1＝ヒ　3．8

63　　42．4＝ヒ　5．1

41　57，2一＝　3．4

42　　56．6一＝　3．7

83　56．9土3．5

49　　68．4ヨ＝　3．4

54　　68．3ヨ＝　3．4

103　　68．4±ヒ　3．4

96．Oヨ＝4，4

95．1＝ヒ3，9

95．5＝ヒ4．1

104．6±4．8

102．5＝ヒ4．6

103．5＝ヒ4．8

111．0＝ヒ4．4

110．5一＝4．6

110．7＝ヒ4．6

15．0一＝1，6

14．5＝ヒ1，5

14．7＝ヒ1，6

！8．4＝ヒ4，0

！7．O＝ヒ2，7

17．7＝ヒ3，5

19．9±2，7

20．O＝ヒ2，8

20．O±2．8

　　　　Boy　　　116　58．4±11．2　　105．4±7，3　　　18．3±3，6

Total　　　　Gir1　　133　57．6±10．9　103．7±7，7　　17．5±3．4

　　　　Tota1　249　58．O±11．1　104．5±7，6　　17．9±3，5

Values　are　means±SD．
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た。

　次にこれらの動作カテゴリーの組み合わせに

よって，投動作の類型化を行い，幼児期の初期に

おいて出現する未熟型から，洗練化された成人の

投動作に近い成熟型まで，幼児の投動作の発達を

5つの典型的な投動作パターンに分類した。すな

わち，各投動作パターンは，幼児期の投動作様式

の発達段階をあらわすものであった。5つの投動

作様式（図1）の特徴は，以下のように示すこと

ができる。・

　パターン1：上体は投射方向へ正体したまま

で，支持面の変化や体重の移動はみられない。屈

曲した肘の前下方への伸展による放出，あるいは

手の頭の上方への引き上げに続く，肩を中心とし

たオーバーヘッドスロー，による投射。このよう

な腕の動作は，身体の前後面でのみなされる。

　パターン2：両足は動かず，支持面の変化はな

いが，準備局面で投射する側の腕と肩を後方へ引

き上げ，反対側へひねる動作によって投げる。腕

の動作に水平面の動きが加わり，それにともなっ

て肩が回転する。

　パターン3：投射する腕と同じ側の足の前方へ

のステッピングの導入によって，支持面が変化す

る。腕の動作はパターン2と同様か，やや大きな

動作となる。

　パターン4：投射する腕と逆側の足のステップ

がともなう。準備局面での腕，上体，腰のひねり

に続いて，肩，上体，腰を逆側に回転させること

によって投射する。

　パターン5ニパターン4の動作様式に加えて，

準備局面での野球の投手のようなワインドアップ

動作および投射する腕と逆側の脚の引き上げがみ

られる。

　また，このような各投動作パターンを最も特徴

づける動作カテゴリーをキー・カテゴリーとして

とらえた。図1に，5つの投動作パターンの典型

を示した。

　さらに，パターン1からパターン5までの投動

作にそれぞれ1点から5点の投動作得点を与え

て，投動作様式の発達を数量化して処理した。

　以上のような投動作パターンを基準として，ビ

デオに収録した投動作をモニターテレビ画面上で

観察し，動作カテゴリーをチェックして全幼児の

投動作様式を分類，評価した。なお，2回の試技

の投動作様式に違いがある場合は，投動作様式が

優れている試技を評価の対象とした。

　3、投動作の観察的評価法に対する検討

　249名の幼児全員の1回目と2回目の試技につ

いて前述した判定基準によって，投動作様式の観

察的評価を実施し，その評価結果を比較すること

によって，評価法としての信頼性について検討した。

　さらに，本研究の被験者の内，同一保育所に所

属する幼児52名のビデオフィルムを用いて，直接

対象児の保育にあたっている保育経験6年から27

年まで（平均11．6年）の保母8名に，投動作様式

の観察的評価を実施させ，その評価結果から評価

法の客観性について検討した。

　III．結果および考察

　1．投動作様式の発達

　表2は，本研究の被験者の投動作得点と投距離

の年齢別，性別の平均値および標準偏差を示した

ものである。

　各年齢の投動作得点は，男女とも加齢につれて

増加し，各年齢の平均値の差の検定（t検定）を

試みた結果，男女の3－4歳間で1％水準，男子

の4－5歳問で5％水準の有意差が認められた。

また，投距離も，経年的に増加し，t検定の結果，

いずれの年齢間においても1％水準の有意差が認

められた。

　ついで，同一年齢内の男女を比較すると，いず

れの年齢においても男子の投動作得点が女子を上

回り，男女の平均値問のt検定の結果，4歳児と

5歳児において1％水準の性差が認められた。ま

た，いずれの年齢においても男子の投距離が女子

を上回り，3歳児で5％水準，4歳児と5歳児で

1％水準の性差が認められた。

Tab1e2　Means　and　standard　deviations　ofthrow－

　　　　ing　pattem　score　and　throwing　distance

　　　　re1ated　to　age　and　sex．

Throwing　pattern　score　Throwing　distance｛m）

　M±SD　sex－dif　　M±SD　sex－dif．

3－years－old

4－years－old

5・years・old

Boy
Gir1

Boy
Girl

Boy
Gir1

2．54＝ヒO．97

2．14＝ヒ1，02

3．54土O．94

2．86±0，86

3．94＝ヒO．94

3．07±O．81

＊＊

＊＊

4．00＝ヒ1．84

　　　　　＊3．O1＝ヒ1，24

7．51±2．98

　　　　＊＊5．41±1．80

10．09土3．71
　　　　　＊＊6．52±1．82

　　　　Boy　　　3．48±1，09　　　　　　　　7．82±3．90
Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　　＊＊．
　　　　Gir1　　2．74±O．97　　　　　　　　5，19土2．20

＊：p〈0．05　＊＊：p＜0．01
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　以上の結果から，年齢が増加するにしたがって

投動作様式が発達し，投距離が増大すること，投

動作得点，投距離とも男子優位の性差が存在する

ことが明らかになった。このことはまた，幼児期

の投動作の発達を，観察的に評価し得ることを示

唆している。

　表3は，5つの投動作様式の年齢別分布，投動

作様式が出現した平均月齢と標準偏差，及び各投

動作様式に分類された幼児の投距離の平均値と標

準偏差を示したものである。

　男子の投動作様式は，パターン1からパターン

5までの全てのパターンにわたっており，パター

ン4が49名（42％）で最も多かった。パターン1

は，3歳児の4名のみであり，ノ下タ∵ン5に属す

を3歳児はみられなかった。一方女子では，パター

ン5はみられず，パターン3が47名（35％）と最

も多かった。

　5つの投動作得点が出現した平均月齢をみる

と，男子のパターン3がパターン2より僅かに早

く出現することを除いて，投動作様式の発達段階

が進むにつれて月齢が増加しており，加齢にとも

なう投動作様式の発達が示された。しかし，男女

とも各年齢における投動作様式には4段階の違い

があった。5歳児においてさえ男子の12％がパ

ターン2に，また女子の26％がパターン1とパ

ターン2にとどまっていることが明らかにされ

た。そこで，投動作様式の発達をより詳細に検討

Tab1e3

するために，月齢と投動作得点の関係をみてみる

と図2のようであった。

　月齢と投動作得点との問には，男子でr＝0，485，

女子でr＝0，355といずれも1％水準で有意な正の

相関関係が認められた。全体的には，加齢にとも

なって，投動作得点が増加する傾向であるが，各

パターンの出現には月齢で19ヵ月から46ヵ月の隔

o5
＝4

03
雪

’…2

111

呵

　　　　　　　　　　　卜0，047一十0，745
．　．　　　　．　　　　　r＝0，485

　　　　　　　　　　　叩‘0，01

o5
目4

嗣3

冒
I；2

←1

24　　　36　　　48　　　60　　　72　　　84
　　　　　　　＾98in㎜n餉S

cirl

｝・0，032I＋0，925

r≡O．355　oαコoo　　oo　　　　o
卜0．01

　24　　36　　48　　60　　72　　84
　　　　　　　　　＾90in㎜n餉S

Fig．2　Relationship　between　age　in　months

　　　and　throwing　Pattem　score．

Distribution　of　ive　throwing　pattems　re1ated　to　age　and　sex，and　means　and　standard　diviations

of　age　in　months　and　throwing　distance　re1ated　to　throwing　pattem．

Pattern1
　（％）

Pattern2　　　Pattern3　　　Pattern4　　　Pattern5

　（％）　　　　　（％）　　　　　（％）　　　　　（％）

　　　　　3－years・o1d

　　　　　4・years・o1d
Boy
　　　　　5－years・o1d

　　　　　Tota1

　　　　　3－years－o1d

　　　　　4－years・o1d
Gir1
　　　　　5－years－o1d

　　　　　Tota1

4（15）

4（3）

13（35）

2（5）

1（2）

16（12）

9（35）

8（20）

6（12）

23（20）

10（27）

13（31）

13（24）

36（27）

8（31）

8（20）

5（10）

21（18）

10（27）

16（38）

21（39）

47（35）

5（19）

20（49）　　　5（12）

24（49）　　！4（29）

49（42）　　　19（16）

4（11）

11（26）

19（35）

34（26）

　　　　　　　　　　　　　BoyMean　age（months）
　　　　　　　　　　　　　Gir1

　　　　　　　　　　　　　BoyThrowing　distance（m）
　　　　　　　　　　　　　Girl

34，3±ヒ7，1

45．8±ヒ8．0

2．5±1．5

2，9±1．1

55．O＝ヒ9，5

57．7ニヒ10．3

5．2±1．4

4．8±1．8

53．O＝ヒ13，2

59．O＝ヒ1O．2

5．5±2．7

5．2±2．2

61．6±ヒ8，4　　　　65．2±5，7

61．2ニヒ9．4

9．〇ニヒ3，6　　　　11．8＝ヒ3．1

6．6±1．9

Va1ue　are　means±SD．
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たりがあり，また同一年齢においても，動作様式

の異なる幼児の存在が明らかであった。これらの

結果は，幼児の投動作様式の発達にかなりの個人

差があることを示している。

　このことは，幼児1人1人の投動作のしかたそ

のものの発達を把握することが必要になることを

示唆している。

　図2はまた，幼児の投動作様式に性差が著しい

ことも示している。女子にはパターン5はみられ

ず，48ヵ月以後にもパターン1がみられ，60～72

ヵ月にな？てもパターン2にとどまっている幼児

が男子より顕著に多いことがわかる。幼児の投動

作にみられる性差は，表2’の年齢別動作得点に示1

されたように，加齢につれてその違いが大きくな

ると考え宇れる。、

　投動作の性差については，これまでにも，

Gese114〕，宮丸と平木場19〕，桜井と宮下2ヨ〕，

Wickstrom26〕，Wi1d27〕によって指摘されている。

　Gese114〕，宮丸と平木場19〕は，男子の投動作が3

歳ごろから女子に比べて優れており，それ以後加

齢につれてその性差がより明確になることを指摘

しているが，本研究の結果もこれらの報告とほぼ

同様であった。

　本研究の4歳，5歳の女子の投動作は，パター

ン3，ないしパターン4ドとどまっており，その

特徴は，逆足ステップに達しないこと，腰の回転

動作がみられないこと，フォロースルーやワイン

ドアップがないこと，体重の移動が少ないことな

どであった。

　このような投動作発達の性差は，これまでの報

告5〕19）23〕から生得的な資質に違いがあるのではな

く，主として男女の運動遊びの機会や内容の違い

に起因するものであると考えられる。

　表2は加齢にともなって，投動作得点と投距離

がともに増大することを示している。

　本研究の被験者の投動作得点と投距離との関係

は，図3のようであった。

　両者の問には，男子r＝O．629，女子r＝0，477とい

ずれも1％水準で有意な正の相関が認められ，投

動作様式が発達している幼児ほど投距離が大きい

という関係がみられた。しかし，投動作得点が同

じであっても，投距離たはかなりの違いがあるこ

と，また投距離が等しくても投動作に4段階から

5段階の違いがあることが明らかであった。また，

女子では投動作に違いがあっても，投距離には男

子ほどの違いがみられないといえる。

　これらの結果から判断すれば，幼児期の投運動

の発達は投距離にあらわれる運動の成果から評価

するだけではなく，投動作様式の面からもその発

達を評価する必要があると思われる。幼児期の運

動系の発達が，神経系の成熟を背景として出力系

よりむしろ調整系に依存していることを考慮すれ

ば，運動協応性の観点からこの時期の投動作様式

の発達をとらえることは極めて妥当なことである

といえよう。

　また，幼児の投動作の発達にみられた性差を考

えれば，男子と女子の投動作の発達を同じ基準で

評価することに無理があることが指摘される。

　2．投動作の観察的評価法の検討

　評価法の作成にあたっては，妥当性，実用性，

信頼性，客観性などの観点から，検討を加えるこ

とが必要である11〕。

　幼児の投動作の発達に関する本研究の結果およ

び考察からみて，投動作様式を観察的に評価する

20

ε15

言10
豊

．…

←
5

0

　15
盲

…10
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芦
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Fig．3
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pattem　score　and　throwing　distance．



一ユ63一

方法は妥当性を持つものと考えられる。

　また，本研究の方法を適用すれば，保育者が特

別な実験条件を設定することがなく，日常の保育

の中での幼児の活動の観察によって，投動作の発

達を評価できることになり，実用性の高い評価方

法であるといえよう。

　しかし，短期間内の試行において同じ動作様式

が現れ，．その評価結果が安定しているかどうか，

また運動パフォーマンステストのような高い客観

性を持つものであるかどうかについては検討が必

要である。

　そこで，投動作様式を観察的に評価する場合の

信頼性と客観1生について検討を加える・こ’とにした。

　（1）信頼性の検討

　図4は，本研究の被験者となった249名の幼児全

員の1回目と2回目の投動作様式の評価結果を動

作得点別の平均値および度数分布で示したもので

ある。

　2回の評価結果の度数分布は類似しており，動

作得点の標準偏差は1回目が3，000±1，109点，2

回目が3，040±1，104点と非常に近似した値を示

100

80

巨60

」

40

2皿

□　T19firstt8．tM・・3・000
　　　　　　S．0．・1．109

騒　　　π川耐t2st…・二3・040　　　　　　　　　　　　　　　S．日．・11104

1＝1幸：1＝

　　　　　1　　2　　3　　4　　　5

　　　　　　　Throwing岬ttomsoor8

Fig．4　Comparsion　of　the　distribution　of　the

　　　　throwing　pattem　score　between　the

　　　irst　and　second　trial　performed　by
　　　　each　subject．

し，両者の問に統計的に有意な差は認められな

かった。

　また，2回の評価結界は88．4％の一致率を示し，

その相関係数においては0，928と1％水準で有意

な相関関係が認められた。さらに，信頼性の検討

の指標となる信頼性係数は0，964と非常に高い値

であった。

　このことは，本研究と同じくTest－retestによっ

て信頼性を検討したMosherとSchutz21〕の報告

ともほぼ一致していた。

　以上のような2回の投動作様式の評価結果の検

討から判断して，投動作様式を観察的に評価する

方法は，高い信頼性を持つとみられる。

　（2）客観性の検討

　図5は，本研究の被験者となった幼児の内，同

一保育所に通う52名の幼児を対象とした著者らの

評価結果と，同保育所の保母8名の評価結果とを

投動作得点別の度数分布で比較したものである。

　また，表4は各々の評価結果の平均値と標準偏

差，および著者らと8名の保母との評価結果の一

致率と相関係数とを示したものである。

　評価結果の度数分布は，保母によって多少の違

いがみられたものの，著者らの評価結果とほぼ類

似した傾向を示し，8名の保母の評価結果の平均

値および標準偏差は，いずれも著者らの結果と近

似した値を示した。

　また，評価結果の一致率は，84．6％から90．4％

の範囲にあり，平均で89．2％と高い一致率であっ

た。さらに，相関係数はr＝0，904からr＝0，964の範

囲にあり，8名の評価結果とも著者らの評価結果

との問に1％水準で有意な相関関係が認められ
た。

　これらの結果は，投動作様式を観察的に評価す

る方法が高い客観性を持つことを示している。

　さらに，評価結果の変動量から客観性について

の検討を加えるために，8名の保母の評価結果の

分散分析を行った結果は，表5のようであった。

　不偏分散の比から得られた観察者である保母問

の分散比は2，382で，危険率1％水準の有意性はな

く，このことから，保母による評価結果には多少

の変動がみられるものの，客観性のある評価方法

であると推測される。

　また，被験者問の分散比88，346は，0．5％水準の

危険率であることから，本研究で用いた観察的な

評価方法は，投動作様式の個人差を評価するに十
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Scale 

attem pted 

Nursery school teacher 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 8 Mean 

Mean of scores 

Standard deviation 

3 . 115 

1 . 138 

3 . 038 

1 . 055 

3 . 135 3 . 

1 . 127 1 . 

038 3 , 019 3 . 173 2 . 962 

109 1 . 135 1 . 122 1 . 126 

3 . 019 

1 . 152 

3 . 019 3 . 050 

1 . 135 1 . 120 
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o . 909* * 

90 . 4% 

o . 963* * 

90 . 4% 

o . 942 * * 

88.5% 90.4% 84.6% 

0.937** 0.964** 0.904** 

90 . 4% 

o . 923* * 

90 . 4% 

0.922** 

89 . 2% 

o . 933* * 

** : p<0.01 

Table 5 Results of analysis of variance for objectivity of 

the observational evaluation. 
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Standard error 
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38 . 334 
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　したがって，投動作様式の発達を観察的に評価

する方法は，信頼性，客観性ともに高いことが明

らかになり，保育現場の指導者にも適用可能なも

のであることが示唆された。

　本研究の結果は，幼児の投動作様式の発達を5

つの投動作パターンによって5段階でとらえられ

ること，さらには，その方法として観察的に評価

することが可能であることを示している。

　しかし，標準化された観察的評価法とす之ため

には今後さらに十分な検討が必要となろう。とり

わけ，年齢・性を考慮した評価基準の作成が重要

な課題として残されている。

　現在の段階で考えられるのは，図2に示された

ような月齢と投動作得点との関係から月齢を独立

変数，投動作得点を従属変数とする回帰3段階評

価法である。しかし，男女ともに月齢と投動作得

点との相関係数は，この評価方式を取り得るほど

に高いものではなかった。したがって，とりあえ

ず現段階では，各年齢別にその動作得点の平均値

と標準偏差にもとづく3段階評価の方法を採用す

ることが考えられる。

　そこで，性別，年齢別に投動作の発達を3段階

（Good，Average，Poor）でとらえるための試験

的な評価基準を求めた結果は表6のようであっ

た。この基準は，あくまでも本研究の被験者から

得られた試案にすぎない。さらに多くのデータを

集め，より適切な評価基準を作成することを本研

究の今後の課題としたい。

　また，今後は投動作以外の多くの基本的動作の

発達についても，観察的な評価の方法を検討して

いきたいと考えている。

Tab1e6　Tentative　norm　for　the　obsewa－

　　　　tional　evaluation　of　the　throwing

　　　　pattem　deve1opment　re1ated　to　age

　　　　and　sex．

Developmental　　　　Boys　　　　　　　Girls
　　level　　　Throwing　pattem　Throwing　pattem

　　　　Poor
3－years　old　　Average

　　　　Good

　　　　Poor
4－y・…一・ld　A・g・・g・

　　　　Good

　　　　Poor
5－years－o1d　　Average

　　　　Good

Pattern1

Pattern2，3

Pattern4，5

Pattern1，2

Pattern3，4

Pattern5

Pattern1，2，3

Pattern4

Pattern5

Pattern1

Pattern2，3

Pattern4，5

Pattern1，2

Pattern3

Pattern4，5

Pattern1，2

Pattern3．4

Pattern5

　lV．要　　約

　幼児期における動作様式の発達を観察的に評価

する方法を作成するための第一歩として，投動作

をとりあげ，幼児の投動作様式の発達過程を明ら

かにし，さらに投動作を観察的に評価する場合の

信頼性と客観性について検討を行った。

　本研究の結果は，以下のように要約される。

1．3歳から5歳の幼児の投動作様式の変容を，

　5段階の投動作パターンでとらえた結果，加齢

　につれて投動作様式が発達し，その過程で各年

　齢とも男子優位の性差が存在することが示され

　た。

2．幼児期の投動作の発達には著しい個人差がみ

　られること，また投距離が同じであってもその

　投動作様式にはかなりの違いがあることが明ら

　かになった。これらの結果は，幼児の投動作様

　式そのものの発達に着目して，投動作の発達を

　評価することが必要なことを示唆している。

3．幼児の2回の投動作を観察的に評価した結果

　は類似しており，その一致率，相関係数および

　信頼性係数はいずれも高い値であった。これら

　の結果は，投動作様式の観察的評価の信頼性が

　高いことを示している。

4．筆者らの評価結果と，現職の保母8名による

　評価結果の一致率は高く，相関係数は1％水準

　で有意な値となった。これらの結果から，投動

　作様式の観察的評価は客観性をもち，保育現場

　で適用可能なものであることが示された。
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